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3. プロジェクトの⽬的と研究⽅法（research design）の要約 
本プロジェクトでは、同⼀個⼈を追跡調査した「⽇本家計パネル調査（JHPS/KHPS）」

の対象者約 5,000 ⼈を対象に、新型コロナウイルス感染症の流⾏が家計に与える影響を
把握すべく、定例調査（毎年 2 ⽉頃）とは別に特別調査を実施する。未知の感染症によ
る脅威が⼈々の⽣活にどのような影響を与えているのか、⾏動や不安・⼼理状態・考え
⽅をどう変化させているのか、社会的資本や政府・⾃治体の政策のニーズや効果はどの
ようになっているのか、といった点を迅速に把握し、社会経済に与えた影響を検証する
とともに、必要な政策を提⾔することを⽬的とする。国際共同プロジェクトにも参画し、
国の枠踏みを超えて全世界的な研究を進める。特別調査ワーキンググループを結成し、
調査票の作成や調査の設計、調査データの解析を遂⾏する。 

4. 利⽤するデータの説明 
本特別調査は、2020 年 2 ⽉に実施した「⽇本家計パネル調査（JHPS/KHPS）」の回
答者約 5,000 ⼈を対象に、2020 年 5 ⽉末に調査を実施する。調査は、調査員や調査対
象者の感染リスクを抑えるため、郵送およびWEB回答による調査法をとる。「⽇本家計
パネル調査（JHPS/KHPS）」の豊富な情報量とともに、2 ⽉の定例調査では新型コロナ
ウイルス感染症流⾏直前の対象者の状況を把握することができるため、特別調査と⽐較
することにより、感染症流⾏前後の変化を把握することができる。 
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